
　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
に
は
、

市
長
報
告
６
件
、
同
意
案
３
件
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を

含
む
議
案
28
件
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。
開
会
日
に
は
、
市
長
か
ら
６

年
度
の
施
政
方
針
演
説
が
あ
り
、

２
日
目
に
は
施
政
方
針
演
説
に
基

づ
き
、
各
会
派
か
ら
代
表
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ

れ
た
議
案
は
、
総
務
常
任
委
員
会

に
は
、「
福
祉
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど

５
件
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
に

は
、「
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
」
な
ど
３
件
、
建
設
経
済
常
任

委
員
会
に
は
、「
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正
」
な
ど
５
件
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
審
査
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
13
件
の
予
算
案
を
審
査

す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
田
原
延

行
委
員
長
、河
田
美
穂
副
委
員
長
）

が
設
置
さ
れ
、
４
日
間
に
わ
た
る

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
13
件

は
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
て

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
28
日
の
閉
会
日
に
は
、
予

算
案
を
含
む
26
議
案
の
全
て
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、

議
員
発
議
案
１
件
、
意
見
書
案
１

件
が
上
程
さ
れ
、
２
件
と
も
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
採
決
結
果
は
最
終
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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私
の
政
策
理
念
「
み
ん
な
が
住　

み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
」
と
、

本
市
の
目
指
す
都
市
像
「
緑
豊
か
で

健
康
な
文
化
田
園
都
市
」
を
実
現
す

る
た
め
に
、
２
期
目
の
選
挙
公
約
に

掲
げ
た
施
策
を
「
中
期
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、「
行

政
改
革
」
と
両
輪
に
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

■
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
次
の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
柱

に
、
施
策
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

▼
次
の
世
代
を
育
て
る
こ
ど
も
ま
ん

な
か
の
ま
ち
づ
く
り

　

一
体
的
で
切
れ
目
の
な
い
こ
ど

も
・
子
育
て
支
援
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
質
の
高
い
教
育
の
実
現
と
学

童
保
育
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

▼
つ
な
が
り
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
協
働
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
人
と
人
と

の
絆
づ
く
り
に
取
り
組
む
ほ
か
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
で
き
る
暮
ら

し
を
実
現
し
ま
す
。

▼
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
都
市
づ

く
り

　
脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
自
然
と
調
和
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
都
市
構
造
の
形
成
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
交
通
利
便
性
に
優
れ

た
利
点
を
生
か
し
、
快
適
な
移
動
・

交
通
環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
新
名
神
高
速
道
路
の
全
線
開
通

を
見
据
え
て
、
企
業
立
地
の
た
め
の

基
盤
整
備
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

行
政
改
革
の
取
組
み

　
「
多
様
な
主
体
と
の
協
働
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
」「
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
と
人
材
育
成
に
よ
る
行

政
運
営
の
質
の
向
上
」「
持
続
可
能

な
財
政
構
造
の
構
築
」
を
基
本
方
針

に
「
行
政
改
革
」
を
推
進
し
、
適
応

力
の
高
い
職
員
を
育
成
す
る
こ
と

で
、
効
率
的
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
行

財
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
誰
も
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　
未
来
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
が
元

気
い
っ
ぱ
い
に
暮
ら
せ
て
、
誰
も
が

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
幸
せ
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
わ
く
わ
く
す

る
京
田
辺
」
を
つ
く
り
ま
す
。

全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
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都
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期
目
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選
挙
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中
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プ
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取
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め
、「
行

政
改
革
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と
両
輪
に
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新
た
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ま
ち

づ
く
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ス
タ
ー
ト
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す
。

■
３
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点
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ェ
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の
３
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の
プ
ロ
ジ
ェ
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ト
を
柱

に
、
施
策
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

▼
次
の
世
代
を
育
て
る
こ
ど
も
ま
ん

な
か
の
ま
ち
づ
く
り

　

一
体
的
で
切
れ
目
の
な
い
こ
ど

も
・
子
育
て
支
援
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
質
の
高
い
教
育
の
実
現
と
学

童
保
育
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

▼
つ
な
が
り
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
協
働
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
人
と
人
と

の
絆
づ
く
り
に
取
り
組
む
ほ
か
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
で
き
る
暮
ら

し
を
実
現
し
ま
す
。

▼
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
都
市
づ

く
り

　
脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
自
然
と
調
和
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
都
市
構
造
の
形
成
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
交
通
利
便
性
に
優
れ

た
利
点
を
生
か
し
、
快
適
な
移
動
・

交
通
環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
新
名
神
高
速
道
路
の
全
線
開
通

を
見
据
え
て
、
企
業
立
地
の
た
め
の

基
盤
整
備
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

行
政
改
革
の
取
組
み

　
「
多
様
な
主
体
と
の
協
働
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
」「
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
と
人
材
育
成
に
よ
る
行

政
運
営
の
質
の
向
上
」「
持
続
可
能

な
財
政
構
造
の
構
築
」
を
基
本
方
針

に
「
行
政
改
革
」
を
推
進
し
、
適
応

力
の
高
い
職
員
を
育
成
す
る
こ
と

で
、
効
率
的
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
行

財
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
誰
も
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　
未
来
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
が
元

気
い
っ
ぱ
い
に
暮
ら
せ
て
、
誰
も
が

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
幸
せ
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
わ
く
わ
く
す

る
京
田
辺
」
を
つ
く
り
ま
す
。

全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
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代表質問

上村市長の施政方針演説

　代表質問とは、定例会初日に示された市長の
施政方針演説に対して行う質問のことで、会派
の代表者が行います。
　市長の施策等に対する活発な議論が展開され
ました。

自
民
一
新
会　
橋
本
善
之
議
員　

組
織
力
と
実
行
力
で
施
策
展
開
を

問

本
市
は
６
年
先
に
は
人
口

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
緩

や
か
に
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
一
方
で
本
市
周
辺
で
は
新
名

神
高
速
道
路
な
ど
着
実
に
社
会
資

本
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
今
後
大

き
く
状
況
は
変
化
す
る
中
で
、
ど

の
よ
う
な
観
点
で
行
政
改
革
と
財

政
改
革
を
推
進
さ
れ
る
の
か
。

市
長　
限
ら
れ
た
行
政
資
源
を

基
に
こ
れ
ま
で
と
同
等
以
上
の
成

果
を
い
か
に
生
み
出
す
か
。
市
民

や
各
種
団
体
、
大
学
、
企
業
と
も

連
携
し
、
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
。
併
せ
て
、

市
役
所
の
組
織
力
、
職
員
の
能
力

向
上
に
も
取
り
組
み
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

と
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
し
て
提
供
し
て
い
く
。

問

庁
舎
内
に
活
気
が
感
じ
ら

れ
な
い
。
新
た
な
取
り
組
み
を
す

る
に
も
職
員
間
で
、
で
き
な
い
理

由
が
先
に
立
ち
、
結
局
は
新
た
な

挑
戦
を
し
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が

散
見
さ
れ
る
。
特
に
若
手
職
員
の

意
見
、
発
想
を
拾
い
上
げ
る
な
ど

組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
。

副
市
長　
部
局
を
ま
た
が
る
業

務
は
増
え
る
一
方
で
若
手
職
員
の

発
想
は
重
要
と
認
識
。
若
手
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
む
な
ど
に
よ
り

前
向
き
な
議
論
も
引
き
出
し
た
い
。

問

「（
仮
称
）
新
し
い
学
校
づ

く
り
プ
ラ
ン
」の
具
体
的
内
容
は
。

学
校
環
境
整
備
に
関
す
る

方
針
を
定
め
る
も
の
と
し
て
お
り
、

学
校
教
育
審
議
会
の
議
論
を
踏
ま

え
た
学
校
の
規
模
や
配
置
の
適
正

化
を
始
め
、
教
室
な
ど
の
学
習
環

境
整
備
、
プ
ー
ル
や
給
食
調
理
室

な
ど
の
学
校
付
属
施
設
の
在
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え

方
を
柱
に
定
め
る
。

日
本
維
新
・
南
部　
早
川
由
紀
夫
議
員　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て

問

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
の
行
政
改
革
や

市
財
政
負
担
へ
の
認
識
を
問
う
。

市
長　
行
政
改
革
を
加
速
し
、

施
設
の
長
寿
命
化
や
受
益
者
負
担

の
適
正
化
等
に
取
り
組
む
。
経
常

収
支
比
率
は
厳
し
く
、
市
債
残
高

の
増
加
や
基
金
残
高
の
減
少
傾
向

の
中
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
市
税
収
入
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
増
収
等
に
よ
る
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
進
め
た
い
。

問

学
校
教
育
環
境
や
学
童
保

育
の
充
実
へ
の
取
組
み
を
問
う
。

　
施
設
改
修
や
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
整
備
、
小
学
校
水
泳
事

業
の
民
間
委
託
、
小
・
中
学
校
体

育
館
等
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
、

留
守
家
庭
児
童
会
職
員
の
確
保
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

問

街
路
樹
や
公
園
の
管
理
見

直
し
、
活
用
へ
の
検
討
を
問
う
。

　
緑
の
基
本
計
画
を
策
定
し

て
、
公
園
を
再
設
計
の
も
と
に
利

活
用
や
維
持
管
理
を
進
め
た
い
。

問

市
民
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
へ
の
支
援
・
助
成
は
重
要
で

あ
る
。
市
の
考
え
を
問
う
。

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

支
援
と
と
も
に
、
文
化
振
興
の
拠

点
と
な
る
複
合
型
公
共
施
設
の
整

備
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
る
。

問

田
辺
北
地
区
新
市
街
地
の

整
備
に
つ
い
て
、
市
内
各
所
と
の

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
連
携
、
渋

滞
懸
念
の
解
消
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

の
た
め
の
安
全
対
策
を
問
う
。

　
新
市
街
地
は
、
中
核
拠
点

と
し
て
、
公
共
交
通
や
道
路
に
よ

る
市
内
各
方
面
と
の
相
互
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
無
電
柱
化
、
幅

の
広
い
歩
行
空
間
や
十
分
な
駐
車

場
の
確
保
に
よ
る
良
好
な
都
市
景

観
の
形
成
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺　
菊
川
和
滋
議
員　

改
め
て
自
助
共
助
の
重
要
性
を

問

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
、

本
市
で
同
様
の
事
案
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
改
め
て

確
認
す
る
こ
と
が
必
要
。
支
援
に

行
か
れ
た
職
員
の
出
前
講
座
を
実

施
す
る
等
、
広
く
市
民
に
現
地
の

様
子
を
伝
え
る
こ
と
で
、
自
助
・

共
助
の
重
要
性
を
育
む
時
と
考
え

る
。
新
た
な
試
み
と
し
て
、
分
散

備
蓄
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
被
災
状
況
の
把
握
と
受

援
体
制
の
構
築
が
必
要
。
支
援
に

行
っ
た
市
職
員
等
の
情
報
共
有
の

場
を
設
け
、
区
・
自
治
会
長
に
は

令
和
６
年
１
月
末
頃
に
派
遣
職
員

よ
り
報
告
し
た
。
引
き
続
き
自
主

防
災
会
の
設
立
等
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
分
散
備
蓄
に
つ
い
て
は
地

域
要
望
に
合
わ
せ
た
い
。

問

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

費
補
助
金
の
増
額
の
詳
細
は
。

　
府
と
市
が
各
々
上
乗
せ
し
、

現
行
１
０
０
万
円
を
最
大
１
５
０

万
円
の
補
助
と
す
る
。

問

緑
の
基
本
計
画
に
つ
い
て

進
捗
状
況
と
主
た
る
内
容
は
。

　
今
後
審
議
会
の
答
申
を
踏

ま
え
、
年
度
内
に
策
定
。
公
園
や

公
明
党　
向
川
弘
議
員　

大
規
模
災
害
に
備
え
て
一
斉
訓
練
を

問

本
市
で
は
大
規
模
自
然
災

害
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
考

え
か
。
福
祉
避
難
所
を
含
め
た
市

内
一
斉
訓
練
を
実
施
し
情
報
通
信

連
携
、
医
療
体
制
、
備
蓄
品
数
の

確
認
等
を
実
施
す
べ
き
。

市
長　
市
内
一
斉
訓
練
は
大
変

重
要
。
市
内
７
カ
所
の
施
設
と
福

祉
避
難
所
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

避
難
所
開
設
時
は
保
健
師
が
避
難

所
を
巡
回
し
健
康
管
理
を
行
う
。

防
災
行
政
無
線
の
自
主
防
災
組
織

等
へ
の
操
作
説
明
の
ほ
か
令
和
５

年
度
は
自
衛
隊
と
の
通
信
訓
練
も

行
っ
た
。
備
蓄
品
は
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
。

問

胃
が
ん
検
診
で
内
視
鏡
検

査
を
選
択
す
る
条
件
や
市
民
が
負

担
す
る
費
用
、実
施
内
容
を
問
う
。

50
歳
以
上
の
方
に
２
年
に

１
回
、
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
か

胃
内
視
鏡
検
査
を
選
ん
で
も
ら
う
。

個
別
検
診
で
自
己
負
担
額
は
３
，

０
０
０
円
。
70
歳
以
上
の
方
、
非

課
税
世
帯
の
方
は
免
除
。

問

普
賢
寺
地
域
の
「
放
課
後

ひ
ろ
ば
事
業
」の
時
間
帯
を
問
う
。

　
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り

昼
間
留
守
に
な
る
家
庭
の
児
童
に

居
場
所
を
提
供
す
る
。
平
日
は
午

後
６
時
30
分
ま
で
、
土
曜
日
は
午

前
８
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
。

問

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
中
学
校
給
食
の
進
捗
状
況
と
ア

レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
を
問
う
。

　
６
年
４
月
中
旬
に
給
食
提

供
を
開
始
す
る
予
定
。
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
は
調
査
と
面
談
を
行
い
、

安
全
性
を
最
優
先
に
対
応
す
る
。

問

小
・
中
学
校
体
育
館
の
空

調
設
置
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

　
６
年
度
に
実
施
設
計
。
７

年
度
に
市
立
全
小
・
中
学
校
12
校

の
体
育
館
等
へ
設
置
予
定
。

街
路
樹
の
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、

愛
着
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
を
通
じ
、

区
・
自
治
会
と
協
働
し
進
め
る
。

問

学
校
給
食
時
間
が
短
い
と

の
声
が
あ
る
。

　

文
科
省
の
手
引
き
に
基
づ

き
各
校
と
も
30
分
の
時
間
確
保
を

設
け
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

問

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

取
り
組
み
は
。

　
未
然
防
止
の
取
り
組
み
や
、

心
理
士
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

相
談
体
制
の
構
築
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
別
室
登
校
や
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
り
支
援
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党　
岡
本
亮
一
議
員　

長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
整
備
に
反
対
を

問

防
衛
省
は
、
長
距
離
ミ
サ

イ
ル
の
保
管
場
所
を
確
保
す
る
た

め
に
、
陸
上
自
衛
隊
祝
園
分
屯
地

（
京
田
辺
市
・
精
華
町
）
に
火
薬

庫
８
棟
等
、
約
１
０
２
億
円
を
か

け
て
整
備
す
る
方
針
を
示
し
た
。

反
対
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
は
。

市
長　
国
に
お
い
て
丁
寧
な
説

明
と
適
切
な
判
断
が
な
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

祝
園
分
屯
地
の
火
薬
庫
整
備
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
近
畿
中
部
防

衛
局
に
対
し
、
情
報
提
供
に
つ
い

て
要
望
し
て
い
く
。

問

土
地
利
用
規
制
法
に
つ
い

て
、
国
は
安
全
保
障
上
重
要
な
施

設
等
の
周
囲
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
注
視
区
域
に
指
定
し
、
土
地
所

有
者
の
住
所
氏
名
や
国
籍
、
利
用

状
況
を
調
査
す
る
と
し
て
い
る
。

本
市
に
か
か
る
陸
上
自
衛
隊
祝
園

分
屯
地
の
周
囲
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
お
い
て
住
民
へ
の
影
響
を
問

う
。市

長　
周
辺
住
民
の
み
な
さ
ん

が
、
自
分
の
土
地
が
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
懸
念
は
当
然
で
あ
る
と

思
う
。
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

近
畿
中
部
防
衛
局
に
し
っ
か
り
と

懸
念
を
伝
え
る
。

問

市
民
の
暮
ら
し
の
実
態
に

つ
い
て
の
認
識
は
。

　
物
価
上
昇
な
ど
か
ら
、
暮

ら
し
へ
の
影
響
は
生
じ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

問

義
務
教
育
の
無
償
を
う

た
っ
た
憲
法
第
26
条
を
踏
ま
え
、

学
校
給
食
費
を
無
償
に
。

　
学
校
給
食
法
に
お
い
て
、

給
食
食
材
の
購
入
に
係
る
経
費
分

（
食
材
費
）
は
、
保
護
者
の
負
担

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
給
食
費

の
無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

市長の施政方針演説に対する
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の
認
識
と
今
後
の
方
向
性
は
。

②
観
光
拠
点
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

観
光
資
源
の
面
的
整
備
に
は
、
各

資
源
を
つ
な
ぐ
拠
点
が
重
要
と
考

え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

市
長

①
甘
南
備
山
は
、
自
然

を
楽
し
め
る
本
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
的
な
存
在
だ
が
、
平
安
京
が
造

営
さ
れ
た
際
に
南
の
基
点
と
な
っ

た
伝
承
は
、
十
分
な
周
知
が
図
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た
ス
ト

ー
リ
ー
に
光
を
当
て
、
薪
甘
南
備

山
保
存
会
や
地
元
区
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
地
域
資
源
に
磨
き
を
か

け
、
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
観
光
の
中
心
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
、酬
恩
庵
一
休
寺
、甘
南
備
山
、

天
理
山
古
墳
群
周
辺
に
は
、
観
光

客
に
対
応
で
き
る
店
舗
が
少
な
く
、

観
光
消
費
の
機
会
を
十
分
に
提
供

で
き
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

特
産
品
販
売
な
ど
の
、
観
光
・
交

流
に
よ
る
賑
わ
い
の
可
能
性
や
、

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問

地
域
公
共
交
通
活
性
化
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
度
に
実
施
さ

れ
た
事
業
の
評
価
は
。

　
路
線
バ
ス
利
用
促
進
施
策

の
う
ち
、
路
線
バ
ス
無
料
の
日
は

３
日
間
で
２
万
４
０
０
０
人
の
利

用
が
あ
り
、
普
段
利
用
さ
れ
な
い

方
が
乗
車
さ
れ
る
機
会
に
な
っ
た

事
は
大
き
な
成
果
。
バ
ス
ポ
イ
ン

ト
付
与
事
業
で
は
、
約
４
２
０
０

人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
利
用
促

進
の
有
効
な
施
策
と
な
っ
た
と
考

え
る
。

　
身
体
検
査
時
に
つ
い
て
の

着
衣
に
つ
い
て
は
通
知
を
踏
ま
え

て
対
応
す
る
。

問

夜
間
中
学
に
つ
い
て
教
育

長
は
協
議
会
設
置
を
府
に
要
望
と

の
答
弁
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
市

長
も
同
意
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長

市
長
も
同
じ
考
え
だ
。

増
富
理
津
子
議
員　
日
本
共
産
党

介
護
保
険
料
引
上
げ
は
や
め
る
べ
き

問

年
金
が
実
質
引
き
下
げ
ら

れ
、
物
価
高
で
生
活
は
よ
り
苦
し

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
生

活
実
態
か
ら
も
介
護
保
険
料
の
引

上
げ
は
す
べ
き
で
は
な
い
。
本
議

会
で
提
案
さ
れ
て
い
る
議
案
に
よ

る
と
ほ
と
ん
ど
の
所
得
階
層
で
値

上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
あ
る

基
金
を
さ
ら
に
活
用
し
、
保
険
料

試
算
の
見
直
し
を
す
べ
き
。

　
将
来
的
な
引
上
げ
幅
を
見

据
え
た
中
で
、
基
金
の
一
部
を
取

り
崩
し
、
保
険
料
の
抑
制
を
図
っ

て
い
る
。
低
所
得
者
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
し
た
い
。

問

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
補
助
事
業
の
具
体
的
内
容

を
問
う
。65

歳
以
上
の
身
体
障
が
い

者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い

聴
力
レ
ベ
ル
平
均
値
が
40
デ
シ
ベ

ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
、
ま
た

両
耳
の
聴
力
の
平
均
値
レ
ベ
ル
が

40
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
あ
っ
て
も
、

補
聴
器
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と

医
師
に
診
断
を
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、
上
限
を
２
万
円
と
し
、
補
聴

器
購
入
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成

す
る
制
度
で
あ
る
。

問

近
鉄
新
田
辺
駅
東
地
域
で

は
ス
ー
パ
ー
が
な
く
な
り
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
住
民
か
ら
、

不
安
と
店
舗
誘
致
へ
の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。
整
備
と
活
性
化
が
急

が
れ
る
中
、
改
め
て
駅
東
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

　
ス
ー
パ
ー
跡
の
新
た
な
所

有
者
が
決
ま
っ
た
。
地
域
の
生
活

拠
点
の
再
整
備
を
目
指
し
、
食
料

品
な
ど
の
小
売
店
等
の
立
地
や
、

安
全
な
歩
行
空
間
の
確
保
に
向
け

て
、
民
間
活
力
を
最
大
限
活
用
で

き
る
よ
う
協
議
を
進
め
て
い
く
。

次
田
典
子
議
員　
無
会
派

大
住
ケ
丘
へ
の
道
路
拡
幅
の
影
響
は

問

山
手
幹
線
４
車
線
部
分
を

西
へ
伸
ば
せ
ば
大
住
ケ
丘
住
宅
地

に
多
大
な
影
響
が
出
る
。
生
活
道

路
へ
の
進
入
車
両
増
大
や
自
転
車

と
歩
行
者
の
接
触
事
故
の
拡
大
だ
。

大
型
ス
ー
パ
ー
に
行
く
車
の
増
大

を
考
え
た
ら
渋
滞
は
解
消
し
な
い

と
思
わ
な
い
の
か
。

　
２
０
２
４
年
度
、
大
住
ケ

丘
１
〜
５
丁
目
と
健
康
ケ
丘
自
治

会
へ
の
住
民
説
明
会
を
実
施
。

問

同
志
社
山
手
の
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
準
工
業
地
域

へ
の
変
更
問
題
で
は
市
は
静
か
な

環
境
を
求
め
る
住
民
の
立
場
に
立

っ
て
対
応
す
る
べ
き
だ
。
千
葉
県

流
山
市
で
は
業
者
側
が
撤
退
し
た

例
も
あ
る
。

　
不
明
な
点
あ
れ
ば
市
役
所

が
個
別
に
対
応
す
る
。

問

文
科
省
は
身
体
検
査
時
の

着
衣
に
つ
い
て
児
童
・
生
徒
の
意

思
の
尊
重
を
指
示
し
た
。
教
育
委

員
会
の
見
解
は
ど
う
か
。

度
以
降
も
継
続
す
る
予
定
。

問

田
辺
東
幼
稚
園
・
小
学
校

前
防
賀
川
間
、
特
に
通
学
時
間
帯

は
抜
け
道
と
し
て
通
行
車
両
が
非

常
に
多
く
、
ス
ピ
ー
ド
も
問
題
。

ハ
ン
プ
等
の
ス
ピ
ー
ド
抑
制
の
仕

組
み・路
面
表
示
が
必
要
で
あ
る
。

市
の
見
解
を
問
う
。

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
を
活
用
し
、
赤
枠
白
文
字
に
よ

る
「
速
度
落
と
せ
」
の
路
面
表
示

設
置
に
向
け
、
６
年
度
に
予
算
を

計
上
し
た
。

問

市
内
の
市
道
及
び
府
道
に

お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
歩

道
ラ
イ
ン
、
横
断
歩
道
と
そ
の
停

止
ラ
イ
ン
、
通
学
路
は
ゾ
ー
ン
30

等
の
路
面
表
示
が
消
え
て
見
え
な

い
箇
所
が
多
い
。
交
通
事
故
等
、

非
常
に
危
惧
す
る
。
早
急
な
安
全

対
策
が
必
要
。市
の
対
応
を
問
う
。

　
横
断
歩
道
、
停
止
線
は
交

通
管
理
者
が
維
持
管
理
し
て
い
る

た
め
、
市
道
や
府
道
の
区
別
な
く

引
き
続
き
田
辺
警
察
署
に
対
応
を

依
頼
す
る
。

早
川
由
紀
夫
議
員　
日
本
維
新
・
南
部

地
震
へ
の
備
え
と
今
後
の
対
策
を

問

水
道
施
設
耐
震
化
の
進
捗

と
飲
料
水
の
確
保
方
策
を
問
う
。

公
営
企
業
管
理
者
職
務
代
理
者

　
耐
震
化
率
は
、浄
水
場
約
79
％
、

配
水
池
約
55
％
、
基
幹
管
路
約
47

％
で
、
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

飲
料
水
は
、
非
常
時
の
応
急
給
水

や
日
本
水
道
協
会
を
通
じ
た
広
域

支
援
で
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問

災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の

避
難
支
援
に
向
け
た
取
組
み
は
。

　
避
難
所
運
営
訓
練
や
個
別

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
加
え
て
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
制

度
の
実
施
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

避
難
所
や
公
民
館
等
の
耐

震
化
等
の
安
全
対
策
を
問
う
。

　
施
設
の
耐
震
化
目
標
は
達

成
し
て
お
り
、
避
難
所
開
設
時
に

は
耐
震
性
や
安
全
を
確
認
す
る
。

問

市
内
事
業
所
の
人
材
確
保

に
対
す
る
雇
用
支
援
の
施
策
は
。

　
田
辺
高
等
学
校
の
生
徒
を

対
象
に
、
市
内
企
業
と
の
交
流
会

や
職
場
体
験
等
の
事
業
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
、
商
工
会
や
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
を
行
う
中
で

雇
用
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
就
業
機
会
の
創
出
を
問
う
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
助
成
や
連
携
の
ほ
か
、
仕
事

と
く
ら
し
の
相
談
室
で
就
労
や
社

会
参
加
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

問

障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会

参
加
や
就
労
支
援
の
進
捗
は
。

　
就
労
や
社
会
参
加
、
働
き

方
へ
の
意
向
等
を
踏
ま
え
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
就
労
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
京
田
辺
ク
ロ
ス

パ
ー
ク
に
お
け
る
就
労
の
場
の
拡

大
や
京
田
辺
み
ん
な
の
働
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
の
も
と
、
新

た
な
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
。

３
月
定
例
会
・
一
般
質
問

国
重
昂
平
議
員　
自
民
一
新
会

災
害
時
対
応
に
つ
い
て

問

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
対
す
る
支
援
状
況
は
。

　
消
防
47
名
、
上
下
水
道
部

５
名
、
希
望
者
９
名
が
七
尾
市
で

支
援
を
行
っ
た
。

問

本
市
の
災
害
対
策
状
況
は
。

　
２
年
に
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
を
策
定
し
た
上
で
、
近
隣
市

町
村
や
民
間
事
業
者
と
協
定
を
結

び
、
災
害
廃
棄
物
等
の
処
理
に
備

え
て
い
る
。
水
道
施
設
の
耐
震
化

に
関
し
て
は
、
重
要
部
分
か
ら
優

先
し
耐
震
化
を
行
っ
て
い
る
。

問

市
立
幼
稚
園
が
統
廃
合
さ

れ
た
時
に
、
生
じ
る
通
園
距
離
に

対
す
る
市
の
対
策
は
。

　
車
通
園
を
認
め
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

問

市
内
の
市
立
と
民
間
の
幼

稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
が
連
携

し
た
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

市
外
の
民
間
と
は
連
携
体
制
に
な

い
。こ
れ
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

　
市
外
民
間
と
の
連
携
も
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
考
え
て
い
き

た
い
。
現
状
小
学
校
の
担
当
教
員

が
入
学
予
定
児
童
を
民
間
事
業
所

へ
見
に
行
っ
て
い
る
。

問

田
辺
北
の
新
市
街
地
整
備

の
組
合
や
地
権
者
へ
の
支
援
は
。

市
長

国
の
補
助
金
や
交
付
金

を
活
用
し
、
事
業
費
の
助
成
を
行

い
、
造
成
工
事
等
の
事
業
期
間
中

の
固
定
資
産
税
等
の
免
除
な
ど
を

行
い
支
援
す
る
。

問

新
田
辺
駅
東
側
の
今
後
に

つ
い
て
市
の
認
識
は
。

　
安
全
な
歩
行
空
間
を
確
保

し
、
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
の
小

売
店
、
各
種
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
店

の
立
地
や
、
子
育
て
世
代
を
呼
び

込
む
住
宅
供
給
な
ど
の
機
能
確
保

を
目
指
し
た
地
域
の
生
活
拠
点
と

し
て
の
再
整
備
を
促
し
た
い
。

上
田
毅
議
員　
日
本
維
新
・
南
部

田
辺
東
小
学
校
前
の
市
道
に
つ
い
て

問

田
辺
東
小
学
校
・
田
辺
東

幼
稚
園
が
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
が
、

今
後
、
園
内
河
原
保
育
所
分
園
の

閉
鎖
に
伴
い
警
備
員
解
除
と
伺
っ

て
い
る
。
交
通
量
の
調
査
集
計
で

は
、
登
園
時
間
帯
の
４
日
間
で
車

は
５
７
２
台
、
バ
イ
ク
を
合
わ
せ

る
と
６
３
６
台
に
も
な
る
。
こ
の

警
備
員
解
除
は
、
小
学
校
及
び
幼

稚
園
の
通
学
路
と
し
て
危
険
が
な

い
と
考
え
て
の
こ
と
な
の
か
問
う
。

　
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ

き
ま
し
て
は
、
小
学
校
・
幼
稚
園

前
の
市
道
東
室
垣
外
線
、
こ
の
市

道
の
２
ヵ
所
に
お
い
て
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
に
よ

る
通
学
安
全
整
理
員
を
登
校
時
間

帯
に
配
置
し
て
お
り
、
令
和
６
年

　市議会議員が市に対して、将来の方針、政策の内容や
執行の状況などを直接質問するものです。
　行政に関することのほか、地域の生活に密接している
ことなど多岐にわたる質問がされています。
※ 議員から提出された要約原稿を掲載していますので、詳細
については各議員にお問い合わせください。緑色の用語の解
説は 6ページに記載しています。

一般質問を見てみよう

長
田
和
也
議
員　

N
E
X
T
京
田
辺

地
域
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

問

①
天
理
山
古
墳
群
及
び
甘

南
備
山
等
の
活
用
に
つ
い
て
、
地

域
資
源
を
複
合
的
に
連
携
さ
せ
、

魅
力
を
引
き
出
す
整
備
と
、
一
帯

を
観
光
エ
リ
ア
と
し
て
、
総
合
的

に
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

南
部
登
志
子
議
員　
日
本
維
新
・
南
部

今
回
の
一
番
の
被
害
者
は
利
用
者

問

さ
ん
さ
ん
山
城
の
虐
待
認

定
。
①
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
利

用
さ
れ
て
き
た
、
さ
ん
さ
ん
山
城

に
つ
い
て
の
評
価
。
②
前
議
会
で

市
が
３
つ
の
虚
偽
答
弁
を
し
た
理

由
。③
被
虐
待
者
と
さ
れ
る
方
は
、

他
利
用
者
か
ら
金
品
を
脅
し
取
っ

て
い
た
。
脅
し
取
ら
れ
て
い
た
方

か
ら
も
聞
き
取
り
を
行
な
う
な
ど

再
調
査
を
。
④
無
償
譲
渡
先
の
法

人
は
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
解

放
同
盟
。
そ
こ
が
な
ぜ
就
Ｂ
な
の

か
。
工
賃
は
月
３
０
０
０
円
の
固

定
で
大
幅
引
き
下
げ
に
な
る
。
市

の
見
解
は
。
⑤
障
害
者
虐
待
防
止

法
が
過
度
に
秘
密
主
義
に
な
る
こ

と
で
、
冤
罪
を
生
ん
だ
り
、
認
定

の
詳
細
を
隠
し
て
他
の
意
図
で
以

っ
て
人
を
裁
く
こ
と
も
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
⑥
今
回
の
一
番
の

被
害
者
は
、
さ
ん
さ
ん
山
城
で
働

い
て
こ
ら
れ
た
利
用
者
さ
ん
。
障

が
い
者
は
一
方
的
に
支
援
さ
れ
る

だ
け
の
存
在
で
は
な
く
、
支
援
す

る
こ
と
が
で
き
る
存
在
に
も
な
る
。

さ
ら
に
労
働
収
入
も
得
ら
れ
る
。

そ
れ
を
実
証
し
て
き
た
の
に
、
全

て
が
な
く
な
っ
た
。市
の
認
識
は
。

　
①
手
話
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
交
流
し
、
集

え
る
居
場
所
。
利
用
者
の
多
く
は

高
齢
の
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

々
。
②
虚
偽
答
弁
を
し
た
事
実
は

な
い
。
③
通
報
を
受
け
た
段
階
か

ら
、
保
健
所
や
府
と
連
携
し
て
調

査
を
行
な
い
判
断
し
た
も
の
で
、

河
田
美
穂
議
員　
公
明
党

高
齢
者
施
策
の
拡
充
を
す
べ
き

問

祖
父
母
手
帳
の
導
入
を
。

市
長

子
育
て
事
情
の
違
い
や

子
育
て
方
法
の
変
化
、
サ
ポ
ー
ト

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
ま
と
め
た
い

わ
ゆ
る
祖
父
母
手
帳
を
配
布
す
る
。

問

高
齢
者
社
会
参
加
促
進
事

業
の
さ
ら
な
る
周
知
徹
底
と
金
額

の
拡
充
、
申
し
込
み
期
間
や
使
用

期
間
の
延
長
を
す
べ
き
。

　
広
報
へ
の
掲
載
時
期
を
早

め
る
な
ど
工
夫
し
て
い
く
。

問

高
齢
者
生
活
応
援
事
業
の

周
知
と
防
災
対
策
へ
の
拡
充
を
。

　
防
災
対
策
と
し
て
も
活
用

で
き
る
よ
う
改
め
て
周
知
す
る
。

問

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
実

践
型
講
座
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
す
べ
き
。

　
来
年
度
の
開
催
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

問

自
転
車
講
習
会
の
実
施
及

び
参
加
者
へ
の
、
自
転
車
ヘ
ル
メ

ッ
ト
へ
の
助
成
を
す
べ
き
。

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、

講
習
会
な
ど
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
機
運
の

熟
成
と
あ
わ
せ
て
研
究
を
進
め
る
。

問

防
災
士
向
け
の
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
講
習
会
を
実
施
し
、
講

習
を
受
け
た
防
災
士
を
講
師
と
し

て
、
地
域
で
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

講
習
会
を
普
及
す
る
取
り
組
み
を
。

　
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
講
習

会
も
防
災
士
の
研
修
科
目
の
一
つ

と
し
て
実
施
機
関
と
検
討
す
る
。

問

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ（
訪
問
）支
援
は
。

　
学
校
と
も
連
携
し
て
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
所
が
難
し

い
児
童・生
徒
へ
対
象
を
広
げ
る
。

問

家
か
ら
出
に
く
い
児
童
・

生
徒
へ
の
リ
モ
ー
ト
学
習
は
。

　
希
望
が
あ
れ
ば
対
応
で
き

る
よ
う
環
境
を
整
え
て
い
る
。

接触事故が危ぶまれる道路
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N
E
X
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更
な
る
空
き
家
対
策
の
実
施
を

問

こ
れ
ま
で
の
空
き
家
対
策

の
取
り
組
み
状
況
は
。

市
長　

空
家
等
対
策
計
画
に

基
づ
き
、各
種
対
策
を
順
次
実
施
。

　
具
体
的
取
り
組
み
は
、
空
き
家

問
題
に
関
す
る
意
識
啓
発
、
空
き

家
・
空
き
室
無
料
相
談
会
の
実
施

や
空
き
家
・
空
き
室
バ
ン
ク
の
運

営
、法
定
協
議
会
設
置
等
で
あ
る
。

問

関
係
法
令
の
改
正
を
踏
ま

え
た
今
後
の
対
策
の
方
向
性
は
。

市
長

関
係
法
令
の
改
正
に
伴

う
本
市
の
方
針
を
固
め
た
後
、
庁

内
検
討
会
議
や
空
家
等
対
策
協
議

会
な
ど
で
協
議
・
検
討
の
上
、
必

要
に
応
じ
て
条
例
改
正
を
行
う
。

問

学
校
教
育
審
議
会
で
学
校

の
生
徒
数
偏
在
解
消
に
向
け
、
子

ど
も
の
意
見
聴
取
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
た
。
意
見
聴
取
の
検
討
は
。

　
今
後
、
聞
き
取
り
内
容
や

方
法
に
つ
い
て
検
討
の
上
、
学
校

と
も
調
整
し
て
進
め
る
予
定
。

問

大
規
模
校
（
三
山
木
小
学

校
）
の
環
境
改
善
対
策
は
。

　
仮
設
校
舎
や
代
替
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
整
備
な
ど
に
対
応
。
休
み

時
間
の
図
書
室
使
用
ル
ー
ル
を
定

め
る
な
ど
安
全
面
の
配
慮
や
関
係

機
関
と
連
携
で
年
３
回
の
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。

　
小
学
校
の
東
側
で
地
権
者
の
協

力
を
得
る
中
で
の
用
地
買
収
を
進

め
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
学
校

か
ら
保
護
者
宛
に
し
っ
か
り
周
知

す
べ
く
学
校
と
連
携
し
進
め
る
。

問

統
一
的
基
準
に
よ
る
財
務

諸
表
書
類
の
活
用
状
況
と
課
題
は
。

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
お
け
る
市
全
体
の
資
産
状
況

把
握
に
活
用
。
今
後
は
、
公
共
施

設
の
在
り
方
を
検
討
す
る
際
の
資

料
と
し
て
の
活
用
が
課
題
で
あ
る
。

一
般
質
問
・
用
語
の
解
説

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
５
ペ
ー
ジ
）

　
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
行
動

計
画
の
こ
と
。
台
風
等
の
接
近
に

よ
る
大
雨
に
よ
っ
て
河
川
の
水
位

が
上
昇
す
る
時
な
ど
に
、
自
分
自

身
が
と
る
標
準
的
な
防
災
行
動
を

時
系
列
的
に
整
理
し
、
自
ら
考
え

命
を
守
る
避
難
行
動
の
た
め
の
一

助
と
す
る
も
の
。

就
Ｂ（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
）（
５
ペ
ー
ジ
）

　
一
般
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と

が
困
難
で
あ
っ
て
、
雇
用
契
約
に

基
づ
く
就
労
が
困
難
で
あ
る
者
に

対
し
て
、
就
労
の
機
会
の
提
供
及

び
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
６
ペ
ー
ジ
）

　
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
や
保
護

者
の
通
院
、
冠
婚
葬
祭
時
な
ど
、

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と

子
育
て
の
援
助
を
行
い
た
い
人
と

が
会
員
と
な
り
、
お
互
い
に
育
児

の
助
け
合
い
を
行
う
事
業
。

南
部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
機
能

不
良
に
な
っ
た
場
合
は
、
１
１
９

通
報
が
各
消
防
本
部
に
転
送
で
き

る
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。

問

京
田
辺
市
と
枚
方
市
で
つ

く
る
枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合

は
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
、
同
組

合
が
枚
方
東
部
清
掃
工
場
の
運
営

も
担
う
と
さ
れ
て
い
る
。
①
そ
の

理
由
を
問
う
。
②
枚
方
東
部
清
掃

工
場
の
運
営
経
費
を
京
田
辺
市
が

負
担
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

　
①
京
田
辺
市
と
枚
方
市
の

両
市
で
発
生
す
る
可
燃
ご
み
は
、

枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合
で
一

元
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
合
理
的
。

②
東
部
清
掃
工
場
の
運
営
に
つ
い

て
京
田
辺
市
が
費
用
負
担
す
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
。

問

危
険
な
盛
土
を
全
国
一
律

の
基
準
で
包
括
的
に
規
制
す
る
盛

土
規
制
法
に
よ
る
規
制
区
域
指
定

を
京
田
辺
市
全
域
で
行
う
よ
う
京

都
府
に
求
め
る
べ
き
。

　
京
都
府
に
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
区
域
指
定
を
申
し
出
た
い
。

京
田
辺
市
と
し
て
は
、
全
域
が
規

制
区
域
に
該
当
す
る
の
で
は
と
考

え
て
い
る
。

吉
高
裕
佳
子
議
員　
無
会
派

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
を
目
指
し
て

問

第
３
期
子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
計
画
と
こ
ど
も
計
画
の
策

定
を
ど
の
よ
う
に
進
め
、
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
を
目
指
す
の
か
。

　

一
体
化
さ
せ
、（
仮
称
）

京
田
辺
市
こ
ど
も
計
画
と
し
、
令

和
６
年
度
末
に
策
定
す
る
予
定
。

問

次
の
事
業
の
検
証
に
つ
い

て
問
う
。
①
留
守
家
庭
児
童
会
。

②
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ

ン
。
③
病
児・病
後
児
保
育
事
業
。

　
①
職
員
の
人
員
確
保
が
課

題
。
今
後
、
松
井
ケ
丘
留
守
家
庭

児
童
会
を
民
間
委
託
し
、
市
職
員

を
再
配
置
す
る
。
②
引
き
続
き
地

域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
全
校

で
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
催
に

努
め
る
。
③
５
年
度
よ
り
、
新
た

に
大
住
こ
ど
も
園
で
体
調
不
良
児

対
応
型
保
育
事
業
を
開
始
し
た
。

問

子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業
や
訪

問
相
談
支
援
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い

て
現
状
と
課
題
は
。

　
「
て
ふ
て
ふ
」
は
、
温
か

い
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
多
く
の
方

が
利
用
し
て
い
る
。「
と
ん
と
ん

・
マ
マ
」
で
は
、
訪
問
相
談
支
援

を
行
い
、
子
育
て
世
帯
の
孤
立
を

防
い
で
い
る
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
は
会

員
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
送
迎

や
預
か
り
が
主
な
活
動
。
い
ず
れ

も
人
材
の
確
保
と
育
成
が
課
題
。

問

虐
待
や
い
じ
め
は
後
を
絶

た
な
い
。
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委

員
会
は
、
市
長
の
附
属
機
関
と
し

て
独
立
し
た
立
場
で
、
関
係
機
関

に
意
見
や
提
言
、
勧
告
を
し
て
、

救
済
、
解
決
ま
で
導
く
。
本
市
に

も
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

現
時
点
で
予
定
は
な
い
が
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
理
解
促

進
や
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
。

有
田
幸
平
議
員　
日
本
維
新
・
南
部

新
田
辺
東
地
区
の
今
後
の
課
題
は

問

新
田
辺
東
商
店
街
に
お
い

て
、
新
た
な
集
客
の
た
め
の
都
市

機
能
の
導
入
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
地
権
者
の
意
向
を
十
分
に

踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
一
定
エ
リ

ア
の
絞
り
込
み
を
行
う
事
が
重
要
。

市
と
し
て
も
出
来
る
限
り
の
支
援

を
し
て
お
り
、
地
域
の
ほ
う
か
ら

お
声
が
あ
れ
ば
極
力
協
力
を
す
る

と
い
う
形
で
お
話
を
頂
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問

一
部
の
路
線
バ
ス
が
廃
止

さ
れ
る
。
今
後
さ
ら
な
る
路
線
廃

止
が
懸
念
さ
れ
る
が
市
の
見
解
は
。

　
今
後
も
減
便
や
路
線
廃
止

の
可
能
性
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
出
来
る
限
り
の
運
行
負

担
金
の
増
額
や
、
利
用
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
実
施
す
る
。

問

府
営
住
宅
田
辺
団
地
に
お

い
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、

空
き
室
問
題
の
解
消
、
耐
震
化
の

実
施
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

府
営
住
宅
に
関
し
て
の

維
持
管
理
、
建
て
替
え
等
は
府
の

所
管
で
あ
り
、
そ
の
件
に
つ
い
て

府
に
対
し
て
要
望
を
申
し
上
げ
る

事
は
な
い
。
日
々
の
中
で
の
市
に

関
係
す
る
要
望
等
は
承
る
事
が
あ

り
、
自
治
会
等
を
通
じ
て
頂
戴
を

し
て
い
る
。

問

買
い
物
支
援
事
業
と
し
て

本
市
を
主
体
と
し
た
買
い
物
支
援

事
業
の
導
入
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方
が
対
象
で
、
令
和
６
年
４

月
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
限
ら
ず
、
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
の
を
立
ち
上
げ
て
頂
き
、

市
の
ほ
う
で
立
ち
上
げ
の
補
助
等

も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

青
木
綱
次
郎
議
員　
日
本
共
産
党

府
南
部
消
防
指
令
共
同
化
は
中
止
を

問

府
南
部
９
消
防
本
部
・
組

合
の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
一
箇

所
に
ま
と
め
る
共
同
化
で
１
１
９

受
信
回
線
数
、
指
令
台
数
は
ほ
ぼ

半
減
す
る
、
中
止
を
。
一
箇
所
に

ま
と
め
る
リ
ス
ク
も
あ
る
が
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
、
９
消
防
本

部
の
境
界
付
近
か
ら
の
通
報
で
転

送
が
必
要
な
く
な
る
、
速
や
か
な

消
防
相
互
応
援
が
可
能
、
最
新
技

術
導
入
で
効
果
的
で
迅
速
な
災
害

対
応
、
整
備
費
や
維
持
管
理
経
費

な
ど
削
減
。デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。　予算特別委員会（田原延行委員長、河田美穂副委員長、有田幸平、菊川和滋、国重昂平、

長田和也、早川由紀夫、増富理津子の計８名）は、３月 12 日、13 日、15 日、21 日
の４日間にかけて委員会を開催し、付託された令和６年度一般会計予算案を含め 13件
の予算案について審査を行いました。
　最終日には、会派による総括審査を行った後採決が行われ、予算案を全て認定、可決
すべきものと決しました。審査を踏まえた会派別の意見は８、９ページに掲載していま
す。主な審査内容は下欄に記載しています。また、二次元コードから動画で会議の様子
を見ることができます。

※委員長から提出された主な審査内容を掲載しています。

令和６年度の予算審査

予算特別委員会の開会

ＤＸ推進により、市民の利便性向上、
人員不足解消、事務の効率化を進め
ていくには

６年度から始まる培良中学校特色化
事業の具体的な内容は

路線バス利用促進策として本市が
行っている仕掛けは

京都府デジタル人材支援事業活用と
民間から助言を受け進める。

災害備蓄品の見直しは
分散保管だけではなく生理用品や紙お
むつなど、直ちに必要なものの備蓄は

防災備蓄品のさらなる充実や分散保
管については、自治会とも協議しな
がら検討する。

総務分野 文教福祉分野 建設経済分野

大学教授による理系授業、部活動の
講師招へい、農業体験、英語アプリ
ケーションの導入などを行う。

小・中学校給食物価高騰支援事業は
国の交付金を活用しているが、交付
金が無くなった場合は

保護者に負担を求めるが、急激な負
担増とならないよう引き上げ方につ
いて検討する。

路線バス無料の日、路線バスポイン
ト付与事業などを実施している。今
後もバスバックヤードツアーなど検
討する。

障がいがある子どもなども一緒に遊
べるインクルーシブ遊具の設置に向
けた取り組みは

田辺公園ヒコーキランドに設置して
いる全ての既存遊具をインクルーシ
ブ遊具に更新する。

誤
り
は
な
い
。
④
市
と
し
て
関
与

で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
⑤
法
に

基
づ
き
対
応
。
不
適
切
な
対
応
の

改
善
を
目
指
し
、
よ
り
よ
い
施
設

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
も
の
。

⑥
新
し
い
法
人
は
、
さ
ん
さ
ん
山

城
の
考
え
方
を
そ
の
ま
ま
継
承
し

な
が
ら
運
営
を
行
な
う
と
聞
い
た
。

部局別審査 　予算特別委員会では、専門的な内容を分野別に審査します。
総務分野では、市の財政状況や企画、職員、市民参画、消防、防災

や監査などに関すること、文教福祉分野では、学校や保育所・幼稚園、
社会教育、福祉などに関すること、建設経済分野では、都市計画や産
業の振興、農業、上下水道などに関することを集中的に審査しています。
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総括審査 会派からの意見

　財政が厳しい中、胃がん検診に内視鏡検査追加、高齢者補聴器購入助成、普賢寺
地域での放課後ひろば事業実施、中学校給食のスタート、小中学校体育館へ空調設
置実施計画など、公明党が要望した事業が盛り込まれた予算編成を評価する。
　その上で、保育所待機児童解消対策、不登校・いじめ対策では相談とアウトリー
チ支援の拡充、高齢者の健康寿命延伸の施策の充実をすべき。
　市内を走る公共バスに乗車する方を増やす施策の拡充、「共助」を進めるために
防災士の研修に加え、自治会の加入率を上げる施策が必要である。施策の周知徹底
のための広報・HPの充実をすべき。

自治会加入の促進施策が必要

公明党

　予算全体として市民のいのちと暮らしを守る姿勢が不十分。介護保険料、後期高
齢者医療保険料の値上げが同時に実施され、重い負担が高齢者に押しつけられる。
子育て支援が重点といいながら、学校給食無償化には冷たい姿勢。バスの減便や路
線廃止、鉄道会社での人員削減等、公共交通が後退する一方で、巨額の地元負担が
予想される北陸新幹線延伸計画、北陸新幹線新駅設置は推進。
　市民に重い負担を押しつける国の施策に対し自主性を発揮し、祝園弾薬庫への長
距離ミサイル保管庫計画をはじめ、北陸新幹線新計画の推進、消防指令共同化の推
進など市民の立場に立って中止を求めるべき。

市民の命と暮らしを守る市政に

日本共産党京田辺市議会議員団

　教育現場では小・中全校への体育館空調導入計画や中学校給食の展開など高く評
価する。今後もこどもをまんなかに笑顔あふれるまちづくりに向け、家庭・学校・
地域の三位一体となった、「こどもまんなか応援サポーター宣言都市」となるよう
推進されたい。
　また市民が共感し住み続けたいまちを目指し、歴史ロマン・文化を生かしたまち
づくりを展開されたい。
　今予算では従来事業に加え 29項目もの新規事業がある。「書かない・行かない
窓口」等、市民サービスの向上に取り組むとともに、事業の推進に当たっては、安
全安心をベースとされるよう重ねて要望し令和６年度予算案を支持する。

共生社会をめざした事業推進を

ＮＥＸＴ京田辺

　公共の建物設備やインフラの強靭化、治水対策、防災訓練の充実や備蓄品の供与
システム構築による危機管理の強化と防災・減災施策の推進を求める。
　こどもたちが郷土に愛着を持ち、誇りを持って巣立っていける環境づくりが重要
と考える。次世代への徹底した投資や教育環境の整備充実を要望する。
　市内事業所の人材確保や農業の担い手不足に対する雇用対策、高齢者や障がいの
ある人の生きがいづくり、就労等支援の新たな取り組みが必要である。
　区・自治会の意向に沿ったまちづくり、コミュニティ活動やデジタル化、街区公
園管理の取り組み支援及び災害時要配慮者への対応が求められる。

市民サービスが向上する施策を

日本維新の会・無所属南部の会

　本市周辺地域では新名神高速道路など社会資本が着実に整備進行している中、令
和 6年度からは「第 4次総合計画中期まちづくりプラン」と新「行政改革大綱」
がスタートし、数多くのプロジェクトによりまちづくりが大きく動き出す。成長都
市京田辺を盤石なものとするために、すべての市民が住んでよかったと思える施策
の展開が重要である。
　今般の当初予算には、会派の方針に沿った数多くの事業が計上されており高く評
価している。市長におかれては職員一丸となって、組織力をより一層強化し、迅速
かつ適切な予算執行が行われるよう強く要望する。

職員一丸となったまちづくりを

自民一新会

　本市では、予算特別委員会の最終
日に予算全体の総括的な審査及び採
決を行っています。
　令和６年度一般会計予算などについ
て、５つの会派から多岐にわたる質疑
が行われました。
　以下、各会派から提出された意見を
掲載しています。
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付託議案 議案 第１号・第２号・第９号
　　 第 10号・第 13号

 主な質疑内容 
●議案第１号　京田辺市太陽光発電設備の適正な設置及び維持管理に関する条例の制定について
太陽光発電設備の設置及び維持管理に関して必要な事項を定めることにより、地域と調和する太陽光発電事業の
普及を図り、併せて市民の安全で安心な生活を確保するため提案するもの
問　適切に管理がなされず放置されるのでは。
答　いつかは撤去されるため、事業者の責務を規定している。
●議案第２号　京田辺市墓地等の経営の許可等に関する条例の制定について
墓地等の経営の安定性及び永続性を確保するとともに、墓地等と周辺の生活環境との調和を図り、もって公衆衛
生の向上と公共の福祉に寄与することを目的として提案するもの
問　本条例には火葬場に関する規定もあるが、そのような施設の整備計画があるのか。
答　現在のところそのような計画はない。
●議案第９号　京田辺市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について
配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律が改正されたことに伴い、同法を引用する本条例につ
いて所要の改正を行うため提案するもの
問　ＤＶ被害者の対応は。
答 入居時は、入居者選考委員会で申込み理由を十分に説明したうえで選考が行われている。また入居後は、事
　　  情に配慮した料金設定がなされ福祉部署との連携も図っている。
 委員会での審査結果 
付託された議案は全て賛成全員で可決すべきものと決定
●所管事務調査
「産業振興について」の調査報告書は京田辺市議会ホームページに掲載しています。

付託議案 議案 第１号・第２号・第９号
　　 第 10号・第 13号

 主な質疑内容 
●議案第１号　京田辺市太陽光発電設備の適正な設置及び維持管理に関する条例の制定について
太陽光発電設備の設置及び維持管理に関して必要な事項を定めることにより、地域と調和する太陽光発電事業の
普及を図り、併せて市民の安全で安心な生活を確保するため提案するもの
問　適切に管理がなされず放置されるのでは。
答　いつかは撤去されるため、事業者の責務を規定している。
●議案第２号　京田辺市墓地等の経営の許可等に関する条例の制定について
墓地等の経営の安定性及び永続性を確保するとともに、墓地等と周辺の生活環境との調和を図り、もって公衆衛
生の向上と公共の福祉に寄与することを目的として提案するもの
問　本条例には火葬場に関する規定もあるが、そのような施設の整備計画があるのか。
答　現在のところそのような計画はない。
●議案第９号　京田辺市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について
配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律が改正されたことに伴い、同法を引用する本条例につ
いて所要の改正を行うため提案するもの
問　ＤＶ被害者の対応は。
答 入居時は、入居者選考委員会で申込み理由を十分に説明したうえで選考が行われている。また入居後は、事
　　  情に配慮した料金設定がなされ福祉部署との連携も図っている。
 委員会での審査結果 
付託された議案は全て賛成全員で可決すべきものと決定
●所管事務調査
「産業振興について」の調査報告書は京田辺市議会ホームページに掲載しています。

建設経済常任委員会

 主な質疑内容 
●議案第５号　京田辺市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について
国の特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準が改
正されたことに伴い、当該基準を踏まえて定める本条例について所要の改正を行うもの
問 運営規程などの重要事項をインターネットによる縦覧を可能とする変更にあたり、個人情報の保護との関係
　　  や施設の事務負担等について確認する。
答　公表には個人情報は含まれず、施設の事務負担もない。
●議案第７号　京田辺市介護保険条例の一部改正について
令和６年度から令和８年度までの期間における介護保険料率を定めるとともに、市町村特別給付における支給内
容等を変更するもの
問 本改正でこれまでの保険料の設定段階が第13段階から第16段階に拡大する理由や、保険料率設定の考え方は。
答 所得再配分の考え方から設定。第１段階から第３段階までの比較的低所得者が対象となる段階は引き下げ又
　　  は前期から据え置くこととし、第４段階以降は引き上げを行うもの。
●議案第８号　京田辺市介護保険法に基づく指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正について
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等が改正されたことに伴い、関係する条例について所要の改正を行うもの
問 従業者の員数の基準や、管理者の職務専任規定が緩和される理由は。こういった緩和策は一方でサービスの低下が懸念されるのでは。
答 全国的なケアマネージャー等の人員不足に対応するため。市として各施設の運用面での支援を強
　　  化する必要がある。
 委員会での審査結果 
議案第５号については賛成全員で、
その他の２議案は賛成多数で可決すべきものと決定

付託議案 議案 第５号・第７号
　　 第８号

 主な質疑内容 
●議案第５号　京田辺市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について
国の特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準が改
正されたことに伴い、当該基準を踏まえて定める本条例について所要の改正を行うもの
問 運営規程などの重要事項をインターネットによる縦覧を可能とする変更にあたり、個人情報の保護との関係
　　  や施設の事務負担等について確認する。
答　公表には個人情報は含まれず、施設の事務負担もない。
●議案第７号　京田辺市介護保険条例の一部改正について
令和６年度から令和８年度までの期間における介護保険料率を定めるとともに、市町村特別給付における支給内
容等を変更するもの
問 本改正でこれまでの保険料の設定段階が第13段階から第16段階に拡大する理由や、保険料率設定の考え方は。
答 所得再配分の考え方から設定。第１段階から第３段階までの比較的低所得者が対象となる段階は引き下げ又
　　  は前期から据え置くこととし、第４段階以降は引き上げを行うもの。
●議案第８号　京田辺市介護保険法に基づく指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正について
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等が改正されたことに伴い、関係する条例について所要の改正を行うもの
問 従業者の員数の基準や、管理者の職務専任規定が緩和される理由は。こういった緩和策は一方でサービスの低下が懸念されるのでは。
答 全国的なケアマネージャー等の人員不足に対応するため。市として各施設の運用面での支援を強
　　  化する必要がある。
 委員会での審査結果 
議案第５号については賛成全員で、
その他の２議案は賛成多数で可決すべきものと決定

付託議案 議案 第５号・第７号
　　 第８号文教福祉常任委員会

 主な質疑内容 
●議案第６号　京田辺市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について
京都府において精神障害者に係る医療費助成制度が創設されることに伴い、所要の改正を行うもの
問　現行の市独自制度と今回の府による制度において、その対象者数はどのようになるのか。
答 従来対象者には変更なく、新規対象者の方々には個別に案内する。推計値として福祉医療制度で 43名、重
　　  度心身障害者老人健康管理事業で 11名程度の増加と考えている。施行時期は令和６年８月１日から。
●議案第１２号　町の区域及び名称の変更について
京田辺市大住土地区画整理事業の施行に伴う土地の区画形質の変更により、町の区域及び名称を変更するため提
案するもの
問　新町名決定の経過と、選定理由について
答　組合理事長・副理事長・理事をはじめ、区長等で構成する
　　  検討委員会において、藤の花言葉の「やさしさ」や「歓迎」
　　  といったことも踏まえ、藤ノ木という町名を委員全員で決定
　　  した。なお、事業者についても賛同された。本件の効力発生
　　  時期は、換地処分の公告があった日の翌日。
 委員会での審査結果 
議案第４号については賛成多数で、
その他の４議案は賛成全員で可決すべきものと決定
●所管事務調査
時事問題については能登半島地震を踏まえ、本市における防災減災対策について確認しました。
また、２月 2日（金）に、長岡京市恵解山古墳を視察し、本市天理山古墳群の保存と活用につい
て、委員会の研鑽を深めました。今後継続して調査研究していきます。

付託議案 議案 第３号・第４号・第６号
　　 第 11号・第 12号

 主な質疑内容 
●議案第６号　京田辺市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について
京都府において精神障害者に係る医療費助成制度が創設されることに伴い、所要の改正を行うもの
問　現行の市独自制度と今回の府による制度において、その対象者数はどのようになるのか。
答 従来対象者には変更なく、新規対象者の方々には個別に案内する。推計値として福祉医療制度で 43名、重
　　  度心身障害者老人健康管理事業で 11名程度の増加と考えている。施行時期は令和６年８月１日から。
●議案第１２号　町の区域及び名称の変更について
京田辺市大住土地区画整理事業の施行に伴う土地の区画形質の変更により、町の区域及び名称を変更するため提
案するもの
問　新町名決定の経過と、選定理由について
答　組合理事長・副理事長・理事をはじめ、区長等で構成する
　　  検討委員会において、藤の花言葉の「やさしさ」や「歓迎」
　　  といったことも踏まえ、藤ノ木という町名を委員全員で決定
　　  した。なお、事業者についても賛同された。本件の効力発生
　　  時期は、換地処分の公告があった日の翌日。
 委員会での審査結果 
議案第４号については賛成多数で、
その他の４議案は賛成全員で可決すべきものと決定
●所管事務調査
時事問題については能登半島地震を踏まえ、本市における防災減災対策について確認しました。
また、２月 2日（金）に、長岡京市恵解山古墳を視察し、本市天理山古墳群の保存と活用につい
て、委員会の研鑽を深めました。今後継続して調査研究していきます。

付託議案 議案 第３号・第４号・第６号
　　 第 11号・第 12号総務常任委員会

会議の様子を中継しています

京田辺市　議会中継

スマートフォンでも
視聴できますよ！

京田辺市　議会中継

スマートフォンでも
視聴できますよ！

京田辺市議会では会議の様子を
インターネットで中継しています！
録画配信も行っています。

　常任委員会は定例会におい
て上程された議案等を審議・審査します。
　本市議会には、総務常任委員会・文教
福祉常任委員会・建設経済常任委員会が
あります。

その主な内容について、
お知らせします。
※各委員長から提出された要約原稿を掲
載しています。

議案第１２号：当該地に建設中の物流施設イメージ図

　常任委員会は定例会におい

常任委員会の
                  審議内容



議案番号等 件名 採決状況 議決結果

同意
1 京田辺市固定資産評価審査委員会委員の選任 全員賛成 同意
2 京田辺市固定資産評価審査委員会委員の選任 全員賛成 同意
3 京田辺市固定資産評価審査委員会委員の選任 全員賛成 同意

議案

1 太陽光発電設備の適正な設置及び維持管理に関する条例の制定 全員賛成 可決
2 墓地等の経営の許可等に関する条例の制定 全員賛成 可決
3 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 全員賛成 可決

4 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 賛成多数 可決

5 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 全員賛成 可決
6 福祉医療費の支給に関する条例の一部改正 全員賛成 可決
7 介護保険条例の一部改正 賛成多数 可決

8 介護保険法に基づく指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例等の一
部改正 賛成多数 可決

9 市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正 全員賛成 可決
10 都市公園条例の一部改正 賛成多数 可決
11 消防団員等公務災害補償条例の一部改正 全員賛成 可決
12 町の区域及び名称の変更 全員賛成 可決
13 京田辺市道路線の認定 賛成多数 可決
14 令和５年度京田辺市一般会計補正予算（第８号） 全員賛成 可決
15 令和５年度京田辺市一般会計補正予算（第９号） 全員賛成 可決
16 令和５年度京田辺市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成 可決
17 令和５年度京田辺市介護保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成 可決
18 令和５年度京田辺市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 賛成多数 可決
19 令和６年度京田辺市一般会計予算 賛成多数 可決
20 令和６年度京田辺市休日応急診療所特別会計予算 全員賛成 可決
21 令和６年度京田辺市松井財産区特別会計予算 全員賛成 可決
22 令和６年度京田辺市国民健康保険特別会計予算 賛成多数 可決
23 令和６年度京田辺市介護保険特別会計予算 賛成多数 可決
24 令和６年度京田辺市後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数 可決
25 令和６年度京田辺市水道事業会計予算 賛成多数 可決
26 令和６年度京田辺市公共下水道事業会計予算 賛成多数 可決
27 令和６年度京田辺市農業集落排水事業会計予算 全員賛成 可決
28 京田辺市税条例の一部改正 全員賛成 可決

発議 1 京田辺市議会委員会条例の一部改正 全員賛成 可決
意見 
書案 7 政治資金規正法の改正も含めた再発防止を求める意見書 全員賛成 可決
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議４ 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※

〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 × ×
議７ 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
議８ 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 × ×
議 10 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
議 13 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
議 18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
議 19 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × □ 〇 〇 × 〇
議 22 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
議 23 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 × ×
議 24 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇
議 25 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
議 26 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇

京田辺市議会だより　発行 / 京田辺市議会　編集 / 京田辺市議会広報広聴特別委員会　発行日 / 令和６年５月 1 日
610-0393 京都府京田辺市田辺８０番地　https://www.city.kyotanabe.lg.jp　☎ 0774-64-1380　FAX0774-63-4782

審議の結果を報告します

賛否等の状況
賛否が分かれた議案のうち、個々の賛否について掲載。（賛成：○、反対：×、欠席：ー、退席：□、除斥：△）
採決に参加しなかった場合 " ▼ " で表しています。
※河本隆志議員は議長職のため、表決権はありません。

来期の予定：■定例会開会：６月３日　■一般質問：６月７、１３、１４日　■定例会閉会：６月２７日
　　　　　　■常任委員会（総務：６月１９日、文教福祉：６月１７日、建設経済：６月１８日）
　　　　　　■議会運営委員会：５月２７、３０日　６月２１、２５日　　日程は変更になる場合があります。
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